
　
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
あ
り
方
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
の
真
剣
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
て
い

る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
度
利
用
や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
中
国
・
四
国
地

域
で
も
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
建
設
が
官
民
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
す
試
み
も
始
ま
っ
た
。
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
は
世
界
有
数
の
も
の
で
あ
り
、
日
本
か
ら
世
界

へ
打
っ
て
出
る
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
て
い
る
。

中国電力大崎発電所（広島県大崎上島町）内に着工した
国内初のＩＧＣＣ実証試験発電所の完成予想イメージ

進
行
中
の
広
島
湾
岸
幹
線

工
事

広
島
市
西
区

岡
山
県
は
新
エ
ネ
導
入
を
強

力
に
支
援

岡
山
県
庁

中国・四国地域特集エネルギー（人と地球への思いやり）

国
内
初
の
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
実
証
試
験
発
電
所
、
建
設
順
調
大
崎
ク
ー
ル
ジ
ェ
ン

　
温
暖
化
ガ
ス
排
出
抑
制

に
つ
な
が
り
、
将
来
の
有

力
な
技
術
輸
出
の
一
つ

と
も
目
さ
れ
る
酸
素
吹
き

石
炭
ガ
ス
化
複
合
発
電

Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ

。
そ
の
わ

が
国
初
と
な
る
実
証
試
験

発
電
所
の
建
設
が
順
調
に

進
ん
で
い
る
。

　
中
国
電
力
と
電
源
開
発

Ｊ
パ
ワ
ー

の
共
同
出

資
会
社
、
大
崎
ク
ー
ル
ジ

ェ
ン

貝
原
良
明
社
長
、

０
８
４
６
・
６
７
・
５
２

５
０

が
、
広
島
県
大
崎

上
島
町
の
中
国
電
力
大
崎

発
電
所
内
に
３
月
１
日
着

工
し
た
ば
か
り
だ
が
、
２

０
１
７
年
３
月
の
実
証
試

験
開
始
を
目
指
し
、
日
々

槌
音
が
高
く
な
っ
て
い

つ
ちる

。
　
総
事
業
費
約
９
０
０
億

円
を
見
込
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
石
炭
を
ガ
ス
化
し

て
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
動
か

し
、
廃
熱
回
収
ボ
イ
ラ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蒸
気
タ
ー

ビ
ン
の
動
力
に
使
う
コ
ン

バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発

電
。
石
油
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ

液

化
天
然
ガ
ス

に
比
べ
、

世
界
的
に
資
源
や
分
布
の

多
い
石
炭
を
使
う
こ
と

で
、
燃
料
の
安
定
調
達
に

つ
な
が
る
。
適
合
す
る
石

炭
種
も
多
く
コ
ス
ト
削
減

も
期
待
で
き
る
。

　
大
崎
Ｉ
Ｇ
Ｃ
Ｃ
実
証
プ

ラ
ン
ト
は
出
力

万
６
０

０
０

。
第
２
段
階
と

し
て
、
Ｃ
Ｏ
２
分
離
回
収

装
置
を
設
置
し
、

年
か

ら
Ｃ
Ｏ
２
回
収
試
験
を
始

め
る
。
最
大
の
課
題
で
も

あ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
現
在
の
石

炭
火
力
発
電
に
比
べ
、
約

％
削
減
で
き
る
と
い

う
。

　
さ
ら
に

年
の
第
３
段

階
に
は
、
石
炭
ガ
ス
化
燃

料
電
池
複
合
発
電

Ｉ
Ｇ

Ｆ
Ｃ

の
研
究
も
予
定
し

て
い
る
。

　
実
証
プ
ラ
ン
ト
は
、
Ｊ

パ
ワ
ー
の
若
松
研
究
所

北
九
州
市

の
「
Ｅ
Ａ

Ｇ
Ｌ
Ｅ
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ

ン
ト
」
の
研
究
技
術
を
引

き
継
ぐ
。
開
発
段
階
で
壁

に
ぶ
つ
か
り
、
２
年
間
も

試
行
錯
誤
し
た
研
究
者
泣

か
せ
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ

ン
ト
だ
っ
た
が
、
技
術
的

課
題
を
ク
リ
ア
。
８
５
２

時
間
の
連
続
運
転
を
樹
立

し
た
。
大
崎
実
証
プ
ラ
ン

ト
は
実
証
機
と
し
て
商
用

機
へ
至
る
重
要
な
役
割
を

担
う
。

　
中
国
電
力
の
苅
田
知
英

社
長
と
Ｊ
パ
ワ
ー
の
北
村

雅
良
社
長
は
異
口
同
音
に

「
世
界
に
通
じ
る
技
術
。

産
業
構
造
を
転
換
す
る
よ

う
な
ク
リ
ー
ン
技
術
だ
け

に
、
新
興
工
業
国
な
ど
へ

の
輸
出
を
含
め
、
今
後
の

展
開
に
期
待
し
た
い
」
と

し
て
い
る
。

新
エ
ネ
活
用
を
後
押
し
岡
山
県

　
岡
山
県
は
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
活
用
し
た
ス
マ
ー
ト

タ
ウ
ン
構
想
を
推
進
す

る
。
「
晴
れ
の
国
」
の
地

域
特
性
を
生
か
し
た
太
陽

光
発
電
の
立
地
促
進
や
、

電
気
自
動
車

Ｅ
Ｖ

を

利
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

効
率
的
な
活
用
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
県
内

三
大
河
川
を
活
用
し
た
小

水
力
発
電
や
間
伐
材
を
利

用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
の
導
入
に
も
力
を
注

ぐ
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
を
通
じ
て
、
新
し

い
町
づ
く
り
を
拡
大
す
る

の
が
狙
い
だ
。

　
県
は
「
お
か
や
ま
ス
マ

ー
ト
タ
ウ
ン
構
想
」
の
推

進
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

取
り
組
も
う
と
す
る
市
町

村
の
公
募
を
実
施
。
第
一

弾
と
し
て
赤
磐
市
と
西
粟

倉
村
を
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン

の
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
域
に
指

定
し
た
。
指
定
地
域
が
提

案
し
た
ス
マ
ー
ト
化
へ
の

取
組
事
業
を
支
援
す
る
。

　
具
体
策
は
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
Ｅ
Ｖ
の
導
入
促
進

と
、
災
害
時
に
こ
れ
ら
を

電
力
源
と
し
て
活
用
す
る

バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
機
能
の
強

化
。
家
庭
用

の
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
シ
ス

テ
ム

Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｓ

と
併

せ
た
多
機
能

型
電
子
回
覧

板
の
導
入
の

サ
ポ
ー
ト
。

中
山
間
地
域

で
は
、
間
伐

材
の
チ
ッ
プ

化
と
チ
ッ
プ

ボ
イ
ラ
の
導
入
な
ど
バ
イ

オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効

利
用
の
促
進
を
支
援
し
て

い
る
。

　
Ｅ
Ｖ
の
普
及
を
加
速
さ

せ
る
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
進
め
る
「
充
電
器
設

置
ビ
ジ
ョ
ン
」
案
も
ま
と

め
た
。
一
般
利
用
で
き
る

Ｅ
Ｖ
充
電
器
を
県
内
の
主

要
な
国
・
県
道
沿
線
や
生

活
圏
域
へ
新
た
に
５
８
６

カ
所
整
備
す
る
内
容
。
ス

マ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
パ
イ
ロ

ッ
ト
地
域
に
指
定
し
た
赤

磐
市
と
西
粟
倉
村
に
は
計

カ
所
を
割
り
当
て
た
。

　
県
は
今
後
も
パ
イ
ロ
ッ

ト
地
域
の
指
定
を
実
施
し

て
い
く
予
定
と
い
う
。
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
モ
デ

ル
を
よ
り
多
く
の
地
域
で

実
施
し
、
ス
マ
ー
ト
タ
ウ

ン
の
普
及
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

スマートグリッドタウン構想を推進鳥取市
　
鳥
取
市
は
地
域
の
再
生

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
住
民
を
最

適
に
結
び
つ
け
る
「
ス
マ

ー
ト
グ
リ
ッ
ド
タ
ウ
ン
構

想
」
を
市
内
全
域
で
推
進

し
て
い
る
。
超
高
効
率
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

Ｕ

Ｈ
Ｐ
Ｓ

、
植
物
工
場
、

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
な
ど
複

数
事
業
の
実
証
実
験
が
始

ま
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

地
産
地
消
す
る
モ
デ
ル

タ
ウ
ン
と
し
て
、
「
快
適

・
環
境
都
市
　
鳥
取
」
の

実
現
を
目
指
す
。

　
市
内
若
葉
台
地
区
で
、

２
０
１
２
年
６
月
か
ら
市

や
企
業
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
よ
る
実
証
事
業
が
始
ま

っ
た
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
し
、
イ
チ
ゴ
な
ど

を
栽
培
す
る
植
物
工
場
、

工
場
―
住
宅
間
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
融
通
し
合
い
効
率

的
に
電
力
利
用
す
る
「
お

隣
同
士
エ
ネ
ル
ギ
ー
融
通

シ
ス
テ
ム
」
と
そ
れ
を
具

体
化
す
る
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ

ス
２
棟
を
建
設
し
た
。
Ｕ

Ｈ
Ｐ
Ｓ
は
鳥
取
環
境
大
学

の
鷲
見
育
亮
教
授
が
提
唱

し
て
お
り
、
夏
場
に
発
電

効
率
が
落
ち
る
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
弱
点
を
カ
バ
ー
す

る
た
め
に
水
を
流
し
て
温

度
を
下
げ
る
。
同
大
キ
ャ

ン
パ
ス
に
パ
ネ
ル
を
設
置

し
実
験
を
続
け
て
い
る
。

　
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
は
オ

ー
ル
電
化
タ
イ
プ
と
ガ
ス

併
用
タ
イ
プ
の
２
棟
を
設

置
。
太
陽
光
発
電
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
を
導
入
し
た
ほ
か

ス
マ
ー
ト
ホ
ン
で
も
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
状
況
が
確
認

で
き
る
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
見
え
る
化
を
図
っ

た
。
植
物
工
場
は
ス
マ
ー

ト
ハ
ウ
ス
に
隣
接
し
て
お

り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
光
源
を
利
用

し
て
高
付
加
価
値
の
イ
チ

ゴ
を
栽
培
し
て
い
る
。

　
若
葉
台
地
区
に
続
き
、

中
心
市
街
地
や
河
原
地
区

で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を

生
か
し
た
ス
マ
ー
ト
グ
リ

ッ
ド
タ
ウ
ン
を
構
想
し
て

い
る
。

天然ガス安定供給へ高圧幹線の整備進める広島ガス
　
東
日
本
大
震
災
以
降
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
高
度
利
用
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
Ｃ
Ｏ

２
、
さ
ら
に
は
分
散
型
シ

ス
テ
ム
の
普
及
な
ど
に
よ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供

給
ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
高

く
な
っ
て
お
り
、
実
現
に

向
け
、
天
然
ガ
ス
へ
の
期

待
が
一
層
膨
ら
ん
で
い

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
広
島
ガ
ス
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
企
業
と
し
て
、

天
然
ガ
ス
の
安
定
供
給
と

普
及
拡
大
を
目
的
に
計
画

的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進

め
て
い
る
。

　
２
０
１
２
年
度
か
ら
廿

日
市
工
場
の
桟
橋
機
能
拡

大
工
事
を
開
始
。
２
０
１

５
年
末
の
完

成
後
に
は
こ

れ
ま
で
の
小

型
Ｌ
Ｎ
Ｇ
船

２
万
立
方

級

に
加

え
、
標
準
Ｌ

Ｎ
Ｇ
船

万
立
方

の
受
け
入
れ

を
可
能
に
す

る
も
の
だ
。

こ
れ
に
よ
り

原
料
調
達
先

の
選
択
肢
が

広
が
り
、
原

料
の
安
定
的

な
確
保
に
つ
な
が
る
。
並

行
し
て
広
島
南
道
路
の
工

事
計
画
と
合
わ
せ
な
が
ら

準
備
を
進
め
て
き
た
広
島

湾
岸
幹
線
工
事
も
、
今
年

２
月
に
着
工
し
た
。
２
０

１
６
年
度
に
完
成
予
定
の

こ
の
幹
線
は
、
同
社
初
と

な
る
設
計
圧
力
７

の

高
圧
幹
線

口
径
４
０
０

。
天
然
ガ
ス
の
輸

送
能
力
が
向
上
し
、
将
来

の
需
要
増
大
に
備
え
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

　
同
社
は
イ
ン
フ
ラ
整
備

に
加
え
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ

に
沿
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

高
度
利
用
の
普
及
促
進
を

同
時
に
加
速
さ
せ
る
方
針

だ
。
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
者
と
し
て
、
さ
ら
な

る
安
心
安
全
の
た
め
の
諸

施
策
を
推
進
し
、
「
地
域

か
ら
信
頼
さ
れ
続
け
る
企

業
」
を
目
指
す
意
向
だ
。

次
代
開
く
、
先
進
の
環
境
技
術

（ ） 【広告特集】 ２０１３年 平成２５年 ５月２９日 水曜日 　　


